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徳
島
県
告
示
第
六
十
五
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
三
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
試
験

機
関
か
ら
危
険
物
取
扱
者
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
試
験
機
関
の
名
称

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

二

変
更
後
の
危
険
物
取
扱
者
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
三
番
地

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
六
十
六
号

消
防
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
三
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
試
験
機
関
か
ら
消
防
設
備
士
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を

取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
試
験
機
関
の
名
称

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

二

変
更
後
の
消
防
設
備
士
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
三
番
地

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
六
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者

名

称

王
子
製
紙
株
式
会
社

富
岡
工
場

住

所

阿
南
市
豊
益
町
吉
田
一
番
地

代
表
者

執
行
役
員
工
場
長

植
村
彰
彦

２

工
場
又
は
事
業
場

名

称

王
子
製
紙
株
式
会
社

富
岡
工
場

所
在
地

阿
南
市
豊
益
町
吉
田
一
番
地

３

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
七
十
四
号
に
規

定
す
る
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処
理
施
設

４

特
定
施
設
及
び
汚
水
等
の
処
理
に
関
す
る
事
項

二
の
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所
に
お
い
て
、
関
係
書
類
を
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
県
県
民
環
境
部
環
境
管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
す
る
。

二

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

期
間

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
か
ら

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
ま
で

２

場
所

徳
島
県
県
民
環
境
部
環
境
管
理
課
及
び
阿
南
市
市
民
部
環
境
保
全
課



徳
島
県
告
示
第
六
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

小
松
島
第
一
加
入
区

小
松
島
漁
業
協
同
組

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総

合
の
地
区
の
う
ち
小

ト
ン
数
が
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）
及
び
小
型
定
置
漁
業
以
外
の

松
島
町
及
び
中
田
町

漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
未
満
の
も

の
区
域

の
）



徳
島
県
告
示
第
六
十
九
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
か
ら
同
年
三
月
三
日
ま
で

の
間
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
、
知

事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

所

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

吉
住

勝
己

板
野
郡
上
板
町
西
分
字

板
野
郡
上
板
町
西
分
字

二
、
〇
五
二
・
〇
〇

東
光
二
番
地

小
路
北
二
〇
番
四
ほ
か

一
筆

加
集

将
史

同

七
條
字

同

三
、
五
六
三
・
〇
〇

粟
飯
久
保
五
八
番
地

四
番
一

二

申
請
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日

三

縦
覧
場
所

徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
農
業
基
盤
課
及
び
徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援

セ
ン
タ
ー
鳴
門
藍
住
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

四

意
見
書
の
提
出
先

〒
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
農
業
基
盤
課
農
地
調
整
戦
略
担
当

電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
四
二
六



徳
島
県
告
示
第
七
十
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

調
達
物
品
等
及
び
予
定
数
量

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

四
、
六
九
三
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

一
、
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト

２

調
達
物
品
等
の
特
質
等

仕
様
書
に
よ
る
。

３

調
達
期
間

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日
ま
で

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く

長
期
継
続
契
約
）

４

需
要
場
所

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

こ
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
以
下
「
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
は
、
１
か
ら
９

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
全
て
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
受
け
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

５

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
、
民
事

再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又
は
破
産
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。

６

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
る

こ
と
。



７

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事

業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

８

二
酸
化
炭
素
排
出
原
単
位
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
に

関
し
、
入
札
説
明
書
等
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

９

調
達
開
始
日
か
ら
供
給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
手
続
等

１

入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
説
明
書
等
及
び
契
約
条
項
に

つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
課
総
務
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
六
八
―
一
三
六
九
）

２

入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
方
法

期
間

（一）

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
三
月
二
十
三
日
（
木
曜
日
）
ま
で
（
月
曜

日
（
月
曜
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す

る
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）
を
除
く
。
）
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
）

方
法

（二）

無
料
で
配
布
す
る
。

３

事
前
に
提
出
す
る
書
類
の
提
出
方
法
等

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
参
加
資
格
の
確
認
を
受
け
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
書

（一）
類
を

に
掲
げ
る
提
出
場
所
に
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
提
出

（三）

期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。
）
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書

（１）

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
等
適
合
証
明
書

（２）

電
気
事
業
法
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

（３）
証
明
す
る
書
類
の
写
し

提
出
期
間

（二）

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
三
月
二
十
三
日
（
木
曜
日
）
ま
で
（
月
曜

日
（
月
曜
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

を
除
く
。
）
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
）

提
出
場
所

（三）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
〇
七
〇

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
課
総
務
担
当

提
出
部
数

（四）

一
部
と
す
る
。

４

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

日
時

（一）

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
（
木
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分

場
所

（二）



徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
三
階
会
議
室

郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
提
出
期
間
及
び
宛
先

（三）

提
出
期
間

（１）

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
水
曜
日
）
ま
で
に
必
着

の
こ
と
。

宛
先

（２）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
〇
七
〇

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
課
総
務
担
当

５

入
札
方
法

入
札
書
記
載
金
額
は
、
調
達
期
間
の
電
気
料
金
の
総
価
と
す
る
こ
と
。

（一）

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
八
に
相

（二）
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に

係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の

百
八
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

６

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

７

入
札
の
無
効

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

二
に
規
定
す
る
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札

（一）

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）
封
書
の
表
面
に
「
何
々
入
札
書
在
中
」
の
朱
書
が
な
く
、
入
札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
入
札

記
名
押
印
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

そ
の
他
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（七）
８

落
札
者
の
決
定
方
法

徳
島
県
契
約
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
行
っ
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当

該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

四

契
約
手
続
に
関
す
る
事
項

１

契
約
書
作
成
の
要
否

要

２

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨



日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

五

そ
の
他

１

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

２

本
件
特
定
調
達
契
約
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約

で
あ
る
。
次
年
度
以
降
の
予
算
が
減
額
さ
れ
、
又
は
削
除
さ
れ
た
場
合
は
、
契
約
の
変
更
又
は
解
除

を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徳
島
県
は
、
当
該
契
約
の
変
更
又
は
解
除
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

六

S
u
m
m
a
r
y

１
D
e
s
c
r
i
p
t
i
o
n
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
b
e
i
n
g
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
t
h
a
t
w
i
l
l
b
e
u
s
e
d
b
y
T
o
k
u
s
h
i
m
a
B
u
n
k
a
n
o
M
o
r
i
P
a
r
k

E
s
t
i
m
a
t
e
d
A
m
o
u
n
t
o
f
E
l
e
c
t
r
i
c
P
o
w
e
r
:
4
,
6
9
3
,
0
0
0
k
W
h

２
P
e
r
i
o
d
f
o
r
t
h
e
S
u
b
m
i
s
s
i
o
n
o
f
B
i
d
s

H
a
n
d
d
e
l
i
v
e
r
e
d
s
u
b
m
i
s
s
i
o
n
s
:
M
a
r
c
h
3
0
t
h
,
2
0
1
7
b
y
1
:
3
0
p
.
m
.

S
u
b
m
i
s
s
i
o
n
s
b
y
m
a
i
l
:
M
u
s
t
b
e
d
e
l
i
v
e
r
e
d
b
e
t
w
e
e
n
M
a
r
c
h
2
4
t
h
,
2
0
1
7
a
n
d

M
a
r
c
h
2
9
t
h
,
2
0
1
7
.

３
F
o
r
f
u
r
t
h
e
r
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
p
l
e
a
s
e
s
e
n
d
a
l
l
e
n
q
u
i
r
i
e
s
t
o
t
h
e
f
o
l
l
o
w
i
n
g

a
d
d
r
e
s
s
:

T
o
k
u
s
h
i
m
a
2
1
s
t
C
e
n
t
u
r
y
C
u
l
t
u
r
a
l
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
C
e
n
t
e
r

M
u
k
o
u
t
e
r
a
y
a
m
a
H
a
c
h
i
m
a
n
-
c
h
o
,
T
o
k
u
s
h
i
m
a
C
i
t
y
,
7
7
0
-
8
0
7
0
J
a
p
a
n

T
e
l
:
0
8
8
-
6
6
8
-
1
3
6
9



公

告

鳴
門
病
院
労
働
組
合
か
ら
春
闘
の
要
求
に
関
し
て
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
以
降
、
同
組
合
員
が

従
事
す
る
次
の
職
場
に
お
い
て
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
構
内
及
び
全
職
場


